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：本文中の記載について 

・本テキストにおいては、記載の根拠として「労働基準法」（法律）、「労働基準法

施行令」（政令）、「労働基準法施行規則」（省令）といった法令を参照しており

ます。法律、政令、省令は、いずれも行政機関が設定するルールであり、制定の主

体の違いは次のとおりです。 

法律…国会が両議院の議決に基づいて制定するルールであり、国民の権利、義務に関

わる基本事項は、法律で定めなければならないとされています。 

政令…内閣が制定するルールであり、法律の内容を具体化したものです。 

省令…各省大臣が制定するルールであり、法律及び政令の内容を具体化したものです。 

 

 

 




